
 

 

 

 

 

 

       

《１５の取組》 

       

 

 

 

 

 

 

 

① 

学
園
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の
充
実 

 

「
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的
コ
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力
の
定
着
・
向
上 

③ 

児
童
・
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徒
理
解
の
促
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学
園
・
学
校
支
援
組
織
と

の
連
携 
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雀 
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市 

立 
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六 

小 

学 
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三鷹市立公立小・中一貫教育校の目的  ○確かな学力、豊かな人間性を育む。  ○連続した学びの中で人間力、社会力を形成し社会における自立した一人の人間を育成する。 

⑤ 

交
流
活
動
の
改
善 

連雀学園の教育目標  地域に根ざし、たくましく現代に生き、進んで未来を創造し、社会に貢献する心身ともに健康な児童・生徒を育成する。 

連雀学園の目指す児童・生徒像       ○学び続ける人     ○共に生きる人     ◎心と体を鍛える人 

⑥ 

児
童
会
・
生
徒
会
に
よ
る 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
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実

践
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つ

な

が
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あ
い
さ
つ
運
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「
ひ
と
・
も
の
・
と
き
」
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大
切
に 

⑧ 

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
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推
進 

⑨ 

子
ど
も
熟
議
に
よ
る
企
画 

⑩ 

安
全
に
関
す
る
正
し
い 

知
識
と
高
い
意
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⑬ 

体
力
向
上
・
健
康
教
育
の

取
組 

 

⑪ 

協
働
し
て
の
交
流
活
動 

⑭ 

教
職
員
の
当
事
者
意
識
と 

Ｃ
Ｓ
委
員
会
・
地
域
、
家
庭

と
の
協
働 

⑫ 

温
か
い
人
間
関
係
の
醸
成 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
レ
ガ
シ
ー 

道
徳
教
育
の
充
実 

自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用
感
向
上 

⑮ 

発
信
力
の
あ
る
広
報
活
動 

（３） 

学力向上を保障する学校 

「分からない子」をつくらない 

① 個別最適な学びと協働的な学びの推進 

タブレット PCの効果的活用 

三鷹市学習支援ソフト（ミライシード）のトライアル実証校 

② ユニバーサルデザインの授業（どの子にも分

かりやすい優しい、易しい授業） 

算数の基礎基本の学力を定着、計算コンクール 

③ 知的コミュニケーションを活かした授業 

「六小指導ベース」家庭学習の定着 

学力調査→補習 未来塾 

④ 学校図書館の活性化 

・読書週間の取組 

・「六小の１００冊」の取組 

⑤ 新キャリア・アントレプレ 

ナーシップ教育の充実と周知 

⑥外国語教育の充実 

（２） 

地域・家庭の信託に応え、 

社会に開かれた学校 

① 連雀学園コミュニティ・スクール委員

会・連雀ジョイナスとの連携を重視 

・『連雀わが家の「まなび」のスタンダード改訂 

・学園・学校評価の改善 

・ＣＳ広報活動の充実 

・連雀集会、生徒会交流 子ども熟議 

・自主事業（昨年度は笑顔満祭） 

②「心のふるさとネットワーク」会

員拡大・発展 

・地域運営型に スクール・コミュ

ニティ構想を進展 

学校 3部制（施設開放） 

第 2部 学童・虹色キッズ合同 

第 3部 生涯学習 

・漢検の実施 

（４） 

心身ともの健やかさをはぐくむ学校 

① 道徳教育の充実 ハイパーQU テストの実施 

 温かい人間関係 

② 体育・健康教育の推進  

・オリンピック・ 

パラリンピック教育レガシー 

・体育的活動の時間 体力アップ 持久走 

短なわとびカード 長縄チャレンジ六スポ等   

・基本的生活習慣の確立 

・食育を含む健康教育 

③ 生活指導の充実  

・あいさつの習慣化 

・ＳＮＳ家庭ルールづくり 

・いじめ防止教育（6、11、2月重点） 

・全員面接、中学との引継ぎ会 

④ 教育支援の充実 校内通級教室 

 

 

第六小学校の教育目標  望ましい民主的な社会を形成する地域の一員としての自覚を高め、すすんで広く平和的な国際社会に貢献する社会人の育成を目指す。 

              また、人権尊重の精神を基調とし、心身ともにたくましい知性と感性に富み、人間性豊かな児童の育成を目指す。 

 

 

第六小学校の目指す児童像  ○思いやりのある子ども ○考える子ども ◎健康な子ども 

 

 

新しい取組！ 

（１） 

コミュニティ・スクールを 

基盤とした９年間の学びと 

１５歳の姿に 

責任をもつ学校 

○連雀学園の特色を生かした 

児童・生徒、教職員の交流 

・母校訪問【中 3と全学年】 

・交流学習【４年、５年】 

・相互乗り入れ授業【６年】 

・児童会、生徒会交流 

・一中体験【６年】 

・連雀音楽会と小小交流【5年】 

・子ども熟議 

（５） 

教職員が授業力を磨き 

チームとして 

教育活動を展開する学校 

① 研究の連雀学園 

・「体育・健康教育」 

・運動の日常化 食育 健康習慣 

東京都健康教育推進校(6・7年度) 

 

⑥ 『連雀わが家の「まなび」のスタ

ンダード改訂 

・安心・安全な学校 

・服務事故ゼロ 

② きれいな学校 

コロナ禍を過ぎ可能な清掃指導 

③ ＨＰアップ  

“目指せ！２００回” 

《具体的な取組》 

令和６年４月 

校長 藤原 和彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・徳・体を 
バランスよく高める教育 

体育・保健
の授業改善

スクール・

コミュニティ

の創造に

学び合い・高め合う 
児童・生徒の育成 

 

THIS IS 連雀 

 児童数 744 名（-22） 

 学級数 22 学級、ふじみ 5 学級 

 計 27 学級 

 教職員数 6８名 

個人と社会の 

ウェルビーイング 

ピース 
 


